








要約:乳幼児の健康管理は,一定のシステムにより集団及び集団に属する一人ひとりの健康

状態を明らかにし,その保持,増進のために行なう積極的,継続的な保健活動である。乳幼児

をとりまく社会環境や疾病構造の変化等によりその健康上の問題も変化し,健診に求めら

れる内容も変化している,これまでの疾病発見や予防に加えて,発育,発達や情緒面の異常

等の早期発見や発見されたボーダーライン児等の継続観察とその援助対策を講ずることが

重要課題となっている。このような課題に対応するため,乳幼児健康診査と事後フォロー体

制の確立に向けた検討を行なった。 


